
ひと・ 

 暮らし・ 

  地方が原点。 

参議院議員 

２０１５年 国政レポート 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
於

か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
か
ら
の
御
支
援
と
御
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

国
政
に
参
画
を
し
て
4
年
半
が
過
ぎ
、
益
々
元
気
に
充
実
し

た
政
治
活
動
を
送
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
の
通
常
国
会
と

臨
時
国
会
で
は
2
回
の
本
会
議
質
問
と
10
回
の
委
員
会
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。
更
に
2
つ
の
議
員
連
盟
を
設
立
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

国
民
の
声
を
無
視
し
た
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定 

 

■プロフィール■ 1958(昭和33)年6月3日 福岡県八女郡立花町生まれ。農家の長男として広川町で育つ。福岡県立福島高校卒業。日本大学法学

部卒業。代議士秘書を経て、34歳で八女市長に初当選。全国最年少市長(当時)として全国の話題を集め、「改革派・市民派市長」として“オープ

ン・フェア・クリーン”の政治姿勢で4期16年市長職を務める。2009年衆議院議員に初当選し、3年3ヶ月務める。衆農林水産委員会理事。 

2013年参院選福岡選挙区で初当選し、現在、災害対策特別委員会筆頭理事、総務常任委員会委員、地方創生特別委員会委員、消費者問題特別委員

会委員、憲法審査会委員、民主党 政調副会長・組織委員長代理、政府地方制度調査会委員を務める。 

 

野田くによし 

農
家
の
声
が
届
か
な
い
農
政
改
革 

 

民
主
党
政
権
下
、
経
営
を
安
定
さ
せ
農
家
の
方
々
か
ら
評
価
の
高
か
っ
た
「個

別
所
得
補
償
制
度
」を
現
政
権
は
廃
止
の
う
え
交
付
金
を
カ
ッ
ト
し
更
に
米
価

下
落
に
対
す
る
変
動
補
て
ん
交
付
金
を
26
年
産
か
ら
廃
止
し
た
た
め
農
家
の

皆
さ
ん
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

更
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
の
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
円
安
で
の
燃
油
高
騰

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
協
改
革
で
す
。
私
は
こ
れ
ら
農
政
問
題
に
つ
い
て
、
所
属
委
員
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
党
国
対
な
ど
か
ら
の
要
請
も
あ
り
『農
政
改
革
2

法
案
』の
見
直
し
を
中
心
に
本
会
議
と
農
林
水
産
委
員
会
に
於
い
て
、
農
家
の
皆

様
の
声
を
代
弁
し
て
政
府
に
対
し
て
厳
し
く
迫
り
ま
し
た
。 

 

 

昨
年
は
安
倍
政
権

に
よ
る
立
憲
主
義
に

反
す
る
集
団
的
自

衛
権
の
閣
議
決
定

を
は
じ
め
国
民
の
声

を
無
視
し
た
強
引

な
国
会
運
営
、
数
の

力
に
よ
る
暴
走
が
続

き
ま
し
た
。
6
月
20

日
私
は
特
定
秘
密
の

判
断
を
政
府
に
置
く

な
ど
と
し
た
欠
陥
だ 

ら
け
の
『改
正
国
会
法
』に
つ
い
て
党
を
代
表
し
て
反
対
質
問

に
立
ち
「議
論
が
不
十
分
だ
！
」と
義
憤
に
燃
え
て
訴
え
ま
し

た
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
行
政
改
革
・
歴
史
認
識
発
言
等
を
追
及 

 

 

予
算
委
員
会
で
は
安
倍
総
理
の
“責
任
野
党
”発
言
に
つ
い

て
「与
党
に
協
力
す
る
こ
と
が
責
任
野
党
で
は
な
い
！
国
民
の

声
が
届
か
な
い
政
治
に
迫
り
、
与
党
を
倒
す
こ
と
こ
そ
が
責
任

野
党
で
あ
る
！
」と
切
り
出
し
「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・行
政
改
革
・

歴
史
認
識
発
言
等
」に
つ
い
て
質
問
に
立
ち
、
経
済
動
向
・非

正
規
雇
用
・実
質
賃
金
・Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
定
数
削
減
な
ど
、
総
理
の

発
言
が
現
実
と
全
く
乖
離
し
て
い
る
と
追
及
し
、
歴
史
認
識

に
関
す
る
側
近
の
軽
々
な
発
言
に
つ
い
て
も
厳
し
く
質
し
ま

し
た
。 

  

地
域
の
声
・
国
民
の
声
が
届
く
政
治
を
目
指
し
て
！ 

 

本
年
も
暴
走
す
る
現
政
権
に
対
し
厳
し
く
迫
り
、
地
域
の
声
・国
民
の
声
が
届

く
政
治
を
奪
還
す
る
為
に
「ひ
と
・暮
ら
し
・地
方
が
原
点
。
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
更
な
る
御
支
援
と
御
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

（6月20日本会議「改正国会法」） 

（3月14日予算委員会） 

（5月29日農林水産委員会） 

(5月14日本会議「農政改革2法」) 参
議
院
議
員 

野
田
国
義 

 
 

 

こ
れ
か
ら
も
現
政
権
下
の
農
政
の
見
直
し
を
迫 

り
、
日
本
の
食
糧
と
農
山
村
を
守
り
抜
き
ま
す
。 

新年号 



 

労
働
者
派
遣
法 

     

反
対
集
会
に
参
加 

２
特
別
委
員
会
で
質
問
に
立
つ 

「
災
害
対
策
特
別
委
員
会
」 

 

臨
時
国
会
で
野
党
筆
頭
理
事
を
務
め
る
「災

害
対
策
特
別
委
員
会
」
に
於
い
て
11
月
12
日
『災

害
対
策
基
本
法
改
正
案
』の
審
議
が
お
こ
な
わ

れ
、
党
を
代
表
し
て
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

11
月
14
日
「
地
方

創
生
特
別
委
員
会

」
で
『
ま
ち
・ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
案
』

に
つ
い
て
16
年
間

の
八
女
市
長
時
代

の
経
験
を
基
に
石

破
創
生
担
当
大
臣

と
一
対
一
の
討
論

を
繰
り
広
げ
、
理

念
だ
け
の
地
方
創

生
で
は
な
く
、
具

体
的
な
施
策
に
よ

る
縦
割
り
を
な
く

し
た
真
の
地
方
の

活
性
化
を
訴
え
ま

し
た
。 

 
 

 
(

11
月
14
日) 

「
地
方
創
生
特
別
委
員
会
」 

 

無
期
雇
用

の
派
遣
労
働

者
が
急
増
す

る
『
労
働
者

派
遣
法
』
に

対
す
る
反
対

運
動
を
展
開

し
た
結
果
、

法
案
は
廃
案

と
な
り
ま
し

た
。 

同
一
労
働
同

一
賃
金
促
進

法
な
ど
を
成

立
さ
せ
、
派

遣
労
働
者
の

待
遇
改
善
と

正
規
雇
用
者

の
増
大
に
向

け
て
今
後
と

も
全
力
を
尽

く
し
て
参
り

ま
す
！ 

(

10
月
29
日)
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御
嶽
山
噴

火
被
害
を

受
け
て
、
避

難
シ
ェ
ル
タ

ー
の
設
置

と
登
山
届

提
出
の
義

務
付
け
な

ど
、
災
害
か

ら
命
を
守

る
た
め
国

と
し
て
、
万

全
を
講
ず

る
よ
う
訴

え
ま
し
た
。

(

11
月
12
日) 

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト 

福
岡
地
裁
判
決
報
告
集
会
に
出
席 

 

大
牟
田
労
災
病
院
廃
止
に 

伴
う
「
確
認
書
」
履
行
を 

 

「大
牟
田
労

災
病
院
廃
止

に
伴
う
確
認

書
履
行
を
求

め
る
会
」が
議

員
会
館
で
開

催
さ
れ
、
呼
び

か
け
人
の
私
は

厚
労
省
と
取

り
交
わ
し
た

医
療
体
制
確

立
の
為
の
確

認
書
の
実
現

に
全
力
を
尽

く
す
こ
と
を

お
約
束
し
ま

し
た
。  

 
(

10
月
16
日) 

 

再
生
可
能 

 
 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
視
察 

 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発

被
害
を
受
け
て
4
月
開
設
さ
れ
た 

 

「(

独)

産
業
技
術
総
合
研
究
所
福
島
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
」を
訪
れ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
た
め

の
技
術
開
発
を
視
察
。 (

10
月
20
日) 

 

地
元
八
女
市
福
島
地
区
の
古
い
町
家
を

活
用
す
る
取
り
組
み
「八
女
福
島
住
ま
う

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」が
『第
36
回
サ
ン
ト

リ
ー
地
域
文
化
賞
』を
受
賞
。
関
係
者
の

皆
様
と
都
内
で
記
念
撮
影
。(

9
月
26
日) 

 

八
女
市
の
ま
ち
づ
く
り
に 

 

『
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
』 

関
門
海
峡
・ 

北
九
州
空
港
・ 

       
 

 
 

北
九
州
港
を
視
察 

 

我
が
国
の
重
要
な
海
峡
航
路
で
難
所
と

言
わ
れ
て
い
る
関
門
海
峡
の
安
全
の
確
保

及
び
北
九
州
空
港
と
北
九
州
港
の
連
携
し

た
整
備
を
全
力
で
応
援
し
て
参
り
ま
す
。            

                                   (

9
月
24
日) 

博
多
港
を
視
察 

 

地
元
福
岡
県
の
海
の
玄
関
を
視
察
。 

国
際
拠
点
港
湾
で
九
州
及
び
我
が
国
の
経
済

を
左
右
す
る
重
要
な
博
多
港
の
整
備
拡
充
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。  

 
 

 
(

７
月
29
日) 

 

長
崎
県
対
馬
自
衛
隊
施
設
を
訪
問 

 

近
隣
諸
国
の
海
洋
進
出
が
活
発
化
し
て
い
る

中
、
大
陸
と
の
一
番
の
接
点
で
あ
る
対
馬
の
自

衛
隊
施
設
を
森
本
参
議
と
視
察
。 

厳
し
い
環

境
下
で
日
夜
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
隊
員
の
皆 

 

福
岡
地
裁

は
国
に
対
し
、

九
州
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
者

の
皆
様
へ
国

の
賠
償
を
義

務
づ
け
る
判

決
を
下
し
、

報
告
集
会
が

議
員
会
館
で

開
催
さ
れ
、

「
被
害
の
再

検
証
と
万
全

な
る
補
償
に

全
力
を
尽
く

し
ま
す
」
と

挨
拶
。 

(

11
月
10
日)

 

さ
ん
の
姿
と
国

境
警
備
の
重
要

さ
を
新
た
め
て

認
識
し
ま
し
た
。 

 
 

 
(

９
月
16
日) 

 



 

「
国
土
交
通
委
員
会
」 

３
法
案
審
議
で
各
質
問
に
立
つ 

 

民
主
党
政
権
時
、
私
は
党
政
調
の
「
果
樹
・
野
菜
・
園
芸

対
策
Ｗ
Ｔ
」
座
長
を
務
め
て
い
て
、
厳
し
い
花
き
産
業
の
現

状
の
中
、
支
援
対
策
を
政
府
に
求
め
て
い
た
経
緯
も
あ
り
、

議
員
連
盟
を
設
立
し
て
花
き
の
支
援
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
６
月
３
日
「
民
主
党
花
き
産
業
振
興
議
員
連

盟
」
の
設
立
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き 

 

党
復
旧
・
復
興
本
部(

玄
葉
光
一
郎
本
部
長)

は
復
興

に
向
け
た
現
状
と
課
題
を
把
握
す
べ
く
、
定
期
的
に
被

災
地
各
所
を
訪
れ
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

政府地方制度調査会 

委 員 に 就 任 

民主党東日本大震災 
復旧・復興本部 東北視察 

ミ
ャ
ン
マ
ー
視
察 

「
民
主
党 

日
本
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
交 

-質問項目- (3月27日) 
○「改正奄美群島・小笠原諸島振興 
  開発特措法案」について 
○北陸新幹線談合問題について 

-質問項目-(4月3日) 
○「改正建設業法案」について 
○入札契約法と談合防止について 

-質問項目- (6月17日) 
○「改正マンション建替え円滑化  
  法案」について 
○我が国の住宅政策について 

議
員
連
盟
を
立
ち
上
げ
、
両
事
務
局
長
に
就
任 

◎
『
花
き
産
業
振
興
議
員
連
盟
』
設
立
総
会
を
開
催 

◎
『
お
茶
振
興
議
員
連
盟
』
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト 

海
外
視
察
・国
際
会
議
出
席 

 

政
府
の
地
方
制
度
調
査

会
委
員
に
任
命
さ
れ
、
第

１
回
総
会
が
開
催
。
人
口

減
社
会
に
対
応
す
る
地
方

行
政
体
制
や
議
会
制
度
等

の
あ
り
方
に
つ
い
て
16
年

間
の
市
長
経
験
を
基
に
政

府
に
対
し
積
極
的
に
提
言

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

(

総
理
官
邸
・
5
月
15
日) 

 

衆
議
員
時
か
ら
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
「
民
主
党
お
茶
振

興
議
員
連
盟
」
の
総
会
を
約
２
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
会
長
に
榛

葉
賀
津
也
参
議
が
新
た
に
就
任
し
、
私
が
事
務
局
長
と
し
て
再

任
さ
れ
、
議
連
の
活
動
が
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
民
主
党
政 

九州北部豪雨災害  
八女市黒木町笠原地区 
     ・星野村を視察 

 

通
常
国
会
に
於
い
て
国
交
委
員
会

で
は
11
本
の
法
案
審
議
を
し
ま
し
た

が
、
私
は
３
法
案
と
大
臣
所
信
質
問

で
計
４
回
の
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

均
衡
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
今

後
と
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

宮城県イチゴ栽培ハウス  
        4月14日 

( 青森県大蛇漁港 5月26日)  

い
ち
早
く
激
甚
災
害
に
指
定
し

て
予
算
の
獲
得
に
奔
走
し
、
北

部
一
帯
の
復
旧
工
事
は
ほ
ぼ
完

了
し
ま
し
た
が
、
現
在
「
再
度

災
害
防
止
事
業
」
と
し
て
今
後

の
洪
水
に
備
え
た
事
業
を
継
続

中
で
す
。
平
成
28
年
度
完
了
を

目
指
し
て
更
に
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。 

(

6
月
26
日) 

地 
 

元 
 

行 
 

脚 

Ｉ
Ｐ
Ｕ(

列
国
議
会
同
盟)

会
議
で
演
説 

 

ス
イ
ス 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｐ
Ｕ
会
議
に
日
本
の
代
表
団(

6
名)

の
一
員

と
し
て
参
加
し
、
民
主
主
義
を
基
調
と
し
た

演
説
の
中
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
場
で
は
日
本
国
と

し
て
始
め
て
“
拉
致
問
題
”
に
触
れ
「
拉
致 

各
被
災
地
を
視
察 

 

八
女
市
黒
木
地
区 

      

国
政
報
告
会 

集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
街
頭
演
説 

(

大
牟
田
市
内
・
博
多
駅)

 

筑
紫
野
市 

大
雨
被
災
地 

 

イ
ン
タ
ー
ン
生
と 

 

挨
拶
周
り
で 

 

八
幡
東
区
商
店
街
・ 

 
 

祇
園
山
笠
の
飾
り
山 

 

大
牟
田
・
荒
尾
与
論
会 

 
 

 
  

秋
季
大
祭
に
て 

広
川
町 

“
か
す
り
ま
つ
り
”
で 

権
時
成
立
し
た

「

お

茶

振

興

法
」
の
拡
充
を

政
府
に
求
め
生

産
経
営
の
安
定

と
消
費
の
拡
大

や
茶
文
化
の
更

な
る
普
及
の
為

に
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

(

4
月
9
日) 

ま
し
た
。
会
長
に
羽
田
雄
一
郎
参
議
、
私
が

事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
会
期
末
『
花

き
振
興
法
』
成
立
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。 

花
き
の
振
興

に
全
力
を
尽

く
し
て
参
り

ま
す
。 

(
6
月
3
日)

 

 

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
地
す
べ
り
な
ど

被
害
の
最
も
大
き
か
っ
た
八
女
市
黒
木
町
笠
原
地
区
と

星
野
村
を
視
察
。
民
主
党
政
権
時
、
地
元
議
員
と
し
て 

は
人
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、

断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
解
決
の

た
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
加
盟
国
委
員
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
し
た

い
！
」
と
訴
え
、
日
本
の
立
場
を
主
張
致

し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
(

3
月
18
日) 

流
推
進
議
員
連
盟(

野
田
佳
彦
会
長)

」
の
視
察
が
４
月
28
日
か

ら
５
月
１
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
初
め
て
訪 

問
し
、
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
や
各

閣
僚
と
、
更
に
国
民
代
表
院
議
員
で
民

主
化
運
動
に
活
躍
し
て
い
る
ア
ウ
ン
・

サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
国
民
民
主
連
盟
議
長

と
会
談
を
行
い
ま
し
た
。(

4
月
30
日) 

！ ！ 
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民
主
党
11
増
の
73
議
席
を
獲
得
す
る
も…

 

 

昨
年
12
月
14
日
投
開
票
の
第
47
回
衆
議
院
選
挙

に
於
い
て
民
主
党
は
公
示
前
の
62
議
席
か
ら
11
増
の

73
議
席
を
獲
得
し
た
も
の
の
連
立
政
権
に
３
分
の
２

以
上
の
議
席
を
許
し
、
海
江
田
党
代
表
が
落
選
す

る
な
ど
大
変
厳
し
い
選
挙
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

大
義
な
き
総
選
挙 

 

安
倍
総
理
は
景
気
の
判
断
か
ら
消
費
税
10
％
へ
の

引
き
上
げ
を
平
成
29
年
4
月
に
先
送
り
し
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
是
非
に
つ
い
て
信
を
問
う
形
で
野
党
の
準

備
が
整
わ
な
い
中
、
突
然
の
解
散
総
選
挙
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。 

  
 

不
景
気
が
原
因
で
、
消
費
税
増
税
の
先
送
り
を
決

め
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
ほ
ど

の
不
景
気
に
陥
れ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
を
認
め

た
と
い
う
こ
と
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
年
末
の
中
、
６
８

０
億
円
の
血
税
を
使
っ
た
総
選
挙 

を
お
こ
な
わ
ず
、
内
閣
総 

辞
職
す
べ
き
で
あ
り
、
ま 

さ
に
党
利
党
略
、
大
義 

の
無
い
総
選
挙
で
あ
り 

ま
し
た
。
投
票
率
が
前 

回
を
６
・66
ポ
イ
ン
ト
下 

回
り
戦
後
最
低
の
52
・66
％ 

 

民
主
党
は
今
回
の
総
選
挙
の
結
果
を
踏

ま
え
、
反
省
す
る
点
は
反
省
し
、
変
え
る

べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
て
、
し
っ
か
り
と
前
を

見
据
え
、
暴
走
す
る
政
権
に
歯
止
め
を
か

け
て
、
地
域
の
声
・国
民
の
声
が
届
く
政
治

を
奪
還
す
る
た
め
に
党
が
一
丸
と
な
っ
て

進
ん
で
参
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
更
な

る
御
支
援
と
御
指
導
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 
緒
方
林
太
郎
議
員
が 

 
 
 
 
 
 
 

国
政
復
帰
を
果
た
す 

  

そ
の
よ
う
な
中
、
9
区
の
緒
方
林
太
郎

議
員
が
激
戦
の
末
、 

国
民
の
声
が
届
く
政
治
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奪
還
す
る
日
の
為
に 

比
例
復
活
を

果
た
し
、
2

年
ぶ
り
に
県

内
衆
議
院
議

員
の
議
席
を

獲
得
い
た
し

ま
し
た
！
ま

こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

国
政
に
戻
ら

れ
た
緒
方
先

生
の
大
活
躍

を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。 

 

考
え
ま
す
。
民
主
党
は
「今
こ
そ

流
れ
を
変
え
る
時
。
」と
唱
え
、 

投
資
家
と
大
企
業
の
為
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
転
換
し
、
国
民
生
活
重

視
の
経
済
政
策
を
掲
げ
国
民
の

声
が
届
き
民
意
を
反
映
す
る
政 

 

と
い
う
結
果
が
、
い
か
に
必
要
の
な
い
選
挙
だ
と
い
う
国
民
の

気
持
ち
を
映
し
出
し
て
い
る
と
私
は 

治
の
実
現
を
訴
え
て
戦
い
ま
し
た 

が
、
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
期
待
に
叶
わ
ず
お
詫
び
を…

 

 

私
も
県
内
候
補
者
の
応
援
と
民
主

党
支
持
拡
大
の
た
め
走
り
続
け
ま 

し
た
。
ご
支
援
を
頂
い
た
皆
様
に 

心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ 

ま
す
と
と
も
に
ご
期
待
に
応
え
ら 

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
心
よ
り
お
詫
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

  


